
令和６年度小学校教科教育推進研修（国語科）研修成果物（指導について） 
 

                   指 導 者 Ｄグループ 福山市立山南小学校 齋藤 萌子 

指導学年             第２学年１組 13名 

       

１ 単元名及び教材名 

 こんなときにあったらいいな！助けてくれるロボットをしょうかいしよう！ 

  「ロボット」（光村図書 「こくご二下 赤とんぼ」） 

 

２ 児童観   

本学級の児童は、本単元までに学習した説明的な文章「たんぽぽのちえ」や「どうぶつ園のじゅ

うい」を読む単元において、時間的な順序を表す言葉を押さえながら学習を進めてきた。また、

「どうぶつ園のじゅうい」の学習では、時間的な順序を考えながら内容の大体を捉えるとともに、

文章の中の重要な語や文を考えて選び出し、感想をもつことをねらった学習をしてきている。獣医

の仕事と、自身が経験、体験したことのある治療と結び付けながら学習を進め、感想をもつことが

できる児童が増えた。学習を進めている間にも、自分の知識や経験を想起してつぶやいている児童

も７割程度おり、文章の内容に対して実感を伴った理解ができつつある段階である。ここから、文

章の内容に対する思いをまとめる学習は未経験であるため、児童のつぶやきを生かしながら感想を

もたせる必要がある。 

しかし、事前にアンケートを実施したところ「国語の学習が好きだ」と答える児童は 31％で、国

語に対して否定的感情をもつ児童が多い。いいえと回答した児童の国語が苦手に感じる理由は、全

員「文章を書くのが苦手」であった。今単元でも、感想をもち文章にしてまとめていくため、子ど

もたちがどのような部分に苦手を感じているのかを踏まえ、具体的な支援を考えていかなければな

らない。 

 

３ 指導観 

  指導に当たっては、児童が意欲的に学習に取り組みながら教材文の内容理解ができるように、単

元名を「こんなときにあったらいいな！おたすけロボットを紹介しよう」とし、文章の内容と自分

の体験とを結び付け、「こんなロボットがあったらいいだろうな。」という文章の内容に対する思

いを紹介し合う言語活動を設定する。 

単元の導入では、教材文にはないペットのかわりになるロボットの動画を見せることで、教材文

に興味関心を向かせる。そこから教材文にはどのようなロボットが紹介されているのか、自分の経

験や体験と結び付けながら読み進める。 

初めに問いが２つあり、「どのようなロボットなのか」「どんなときに助けてくれるのか」とい

う問いに対しての答えを文章中の語や文を捉えて読み進めながら、自身の経験や体験との類似点を

メモしたり振り返ったりしながら読む。 

文を書いたり読んだりすることに苦手意識をもつ児童が多いため、文章だけでなく写真や動画な

どの具体物を用意し、文章の内容を想起しやすくし、写真で見つけたことを叙述と結び付け、重要

な語や文に気付くことができるようにしながら進めていく。 

また、図書館補助員と連携し、ロボットについて書かれている図書を学習前から準備し、並行読

書を充実させる。そうすることで、終末の言語活動への見通しをもたせる。 

 

 

４ 指導と評価の計画（全 12時間） 

次 時 学 習 内 容 

評   価 

知 思 主 評価規準・評価方法 等 

一 

１

・

２ 

○単元のめあてをつかみ、学習の見通

しをもつ。 

○全文を読んで、分かったことや思っ

たことを出し合う。 

   

 



二 

３ 

○文章の全体を読み、文章構成をつか

む。（５段落構成、問いの数、３つ

の事例） 

    

４ 

～ 

７ 

○それぞれのロボット（事例）に対す
る問いの答え「どんなロボットか」
「どんなときに助けてくれるのか」
と、「何ができるのか」の答えを見
付け、ワークシートやノートにまと
める。（４～６時） 

 

○５段落の役割について考え、文章構
成を整理する。（７時） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

 

 

 

〔知識・技能①〕 

 ワークシート・ノート 

・共通や相違など情報と情報との
関係について理解している。 

三 

8
（
本
時
）
～
11 

○教科書に紹介されているものの中で
自分が一番あったらいいなと思うロ
ボットについての感想を紹介カード
に書く。（８、９時） 

 

 

○紹介文を交流して、内容が伝わるの
かを考える。（10時） 

○修正点をもとに、紹介カードの清書
を行う。（11時） 

 

○  

 

 

 

 

 

○ 

〔思考・判断・表現①〕 

 ワークシート・ノート 

・「読むこと」において、文章の
内容と自分の経験や体験とを結
び付けて感想をもっている。 

 

〔主体的に学習に取り組む態度①〕 

 ワークシート・ノート・児童の
様子 

・進んで、文章の内容と自分の経
験を結び付けて感想をもち、学
習課題に沿って分かったことや
考えたことを文章にまとめよう
としている。 

四 12 ○学習を振り返る。     

 

  



５ 本時の学習 

（１）本時の目標 

  選んだロボットの あったらいいなと思うところが伝わるように、文章の内容と自分の体験とを結

び付けて理解を深め、感想を文章にまとめることができる。Ｃ（１）オ 

 

（２）学習の展開 

学習活動 

○指導上の留意点 

□主な発問 

・予想される児童の反応 

◆「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

１ 前時までの学習を

振り返って、本時の

めあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

２ 自分が選んだロボ

ットについての紹介

カードを書く。 

 

紹介カードの視点 

①紹介したいロボット 

②文章から分かること 

③自分が見たり聞いた

り、助けてもらった

りしたこと 

④思ったことや考えた

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○既習内容をまとめた掲示物等を活用しながら、ロボット

の特徴について振り返ることができるようにする。 

 

□今日は、あったらいいなと思うロボットの紹介カードを

書いていきましょう。 

 

 

 

□紹介するために必要なことを確認します。 

○前時までに読み取った内容を既有の知識や経験、体験と

関連付けながら文章を書くことを押さえる。 

○紹介カードの例を全体に示し、同じように書くことでき

るようにする。 

◆紹介カードの書き方に、どこから文章を選ぶとよいのか

がわかるように書かれたお助けシートを渡し、カード作

成の参考にする。 

◆前時までのノートやワークシートを活用する。 

 

≪児童の記入例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私は、空をとんであぶないところへ見に行ってくれるロ

ボットをしょうかいします。 

 このロボットは、ほかのものにぶつからないようにしな

がら、きめられたばしょまでとんでいくことができま

す。そして、カメラでしゃしんをとることもできます。 

 雨がたくさんふったときに、川のようすを見に行ってな

がされてしまったニュースをみたことがあります。この

ロボットがあれば、自分たちで行かなくてもようすがわ

かるので、あんぜんにかくにんをしに行くことができま

す。たすけてもらえるので、いいなと思いました。 

 

○次時で修正をしていくため、情報が足りなくてもよしと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・

表現①〕 

 ワ ー ク シ ー

ト・ノート 

・「読むこと」

において、文

章の内容と自

分の経験や体

験とを結び付

けて感想をも

っている。 

 

○め  あったらいいな！と思うロボットのしょうかいカードを書こう。 

第２段落の

荷物を運ぶ

ロボットの

写真 



 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 紹介カードを読

み、ポイントを確

認する。 

 

 

 

４ 学習の振り返り

をし、次時への見

通しをもつ。 

□紹介カードを読み返して、紹介したいことが書けたかど

うか、確かめましょう。 

○視点に沿って書いているか確認をする。 

◆一人で確認が難しい児童は、隣の友達と交換し、一緒に

読み合うことで確認する。 

 

□次回は、紹介カードをよりよくするために、友達と読み

合って、直していきましょう。 

 

○次時では、同じロボットを選んだ友達や、違うロボット

を選んだ友達と読み合い、加筆修正をしていくことを伝

え、児童の活動への意欲を高める。 

ロ
ボ
ッ
ト 

 
 
 
 
 
 

さ
と
う 

と
も
ま
さ 

文 

○め 

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
し
ょ
う

か
い
カ
ー
ド
を
書
こ
う
。 

問
い
①
ど
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
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問
い
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ど
ん
な
と
き
に
、
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す
け
て
く
れ
る
の 

で
し
ょ
う
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問い①の

こたえ 

問い②の

こたえ 

2～4 段落の

各ロボット

の写真 

（3 枚） 

第２段落の

荷物を運ぶ

ロボットの

写真 



６ 指導の実際 

（１）指導上の工夫 

・環境づくり 

 並行読書ができるよう、図書館補助員と連携

し、働くロボットについての本を教室に並べて

おいた。いつでも児童が手に取ることができ、

興味関心につなげることができた。 

また、学習の足跡となる掲示を残していっ

た。文章から読み取れたことや写真から見付け

たことを残しておき、児童の経験を残すことが

できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

・「考え聞かせ」の取組 

 単元の導入に、教科書の挿絵を用いた考え聞かせを行った。挿絵を見ながら「これは何に使わ

れていると思う？」「どんなことをしていると思う？」など児童と対話をしながら「考え聞かせ」

を行った。ただ説明的な文章を読むだけでなく、児童も楽しみながら学習に取り掛かることがで

き、興味をもつことができた。また、児童の反応も多くあり、児童の経験を引き出すことができ

たと考える。 

 

・着目するべき語や文を理解するための視覚的支援 

 問いが２つある教材文であるため、１つめの問いと答えに赤、２つめのそれらには青などと視

覚的に理解できる支援を行った。そのようにすることで、各段落が同じような構成で書かれてい

ることにも気付き、説明的な文章の読み進め方を理解することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（２）児童のつまずきと実際に講じた手立ての具体 

・既有の知識、経験の差があること 

   ３種のロボットのうち、実際に見聞きしたことがあるものが少なかったため、動画や写真を用

いて近しい経験を想起できるようにした。また、その経験を教室掲示にも示すことで、考えの形

成に取り組む際にも参考になるようにした。実際に教師がロボットを体験しに行った時の様子の

写真やパンフレットを掲示し、知識の幅が広がるように手立てを行った。 

 

 

 

 

写真 1 学習の足跡 

写真２ 色分けによる視覚的支援 写真３ デジタル教科書による本文の提示 



・ワークシートの工夫と個別支援 

   形成された考えをワークシートに書きまとめる際、ヒントを載せたヒントシートを用意し、努

力を要する児童への手立てとした。また、その裏に教材文の内容別に色分けしたものを印刷した。

それらのシートでも記述が難しい場合に、今までの学習を振り返るよう声掛けを行ったり、児童

同士で話し合い活動を行ったりし、考えが形成できるよう支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 評価の実際 

（１） 評価の具体 

【思考・判断・表現①】は、以下の観点で感想をもつことができているかをワークシートの記述

から評価した。すべての観点において記述できており、自分の感想や考えをもつことができている

児童を「おおむね満足できる」状況（Ｂ）とした。 

① どんなロボットか（文章の内容理解） 

② 学習してロボットについて分かったこと（文章の内容理解） 

③ 自分の知っていることや経験（既有の知識や経験） 

④ 自分の経験と結び付けて深めたことと感想（解釈・感想） 

なお、自分の経験に基づいて既習内容と結び付け、解釈したことに基づいて感想を具体的にもつ

ことができている児童や文章の全体像を捉え、感想をもつことができている児童、疑問点や更に知

りたい点を書くことができている児童を「十分満足できる」状況（Ａ）とした。 

一方で、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の経験や既有の知識と結び付けて解釈し感

想を記述できなかった児童は「努力を要する」状況（Ｃ）とした。 

 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した児童のワークシート例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ ヒントシートの提示（表） 

写真５ ヒントシートの提示（裏） 

（写真４のヒントシートの裏面に、表と対応す

るように色分けした教材文を載せたもの） 

教
科
書
の
写
真 

実際に児童が経験した事柄 

教
科
書
の
写
真 

自分の経験に基づいて既習内容と

結び付けて解釈したこと 

文章に対しての自分の思い 

文章を読んで理解したこと 



【「努力を要する」状況（Ｃ）から「十分満足できる」状況（Ａ）に評価を見直した成果物の例】 

 次の写真は、Ａ児が第８、９時に書きまとめた紹介カードである。 

 
 

 

 

 上記のままでは、考えの形成における「文章を読んで理解したこと」という部分が表出されていな

いことになる。また、少し文章に対する自分の思いが弱いため、「努力を要する」状況（Ｃ）である

という判断とした。そこで、次時に、足りていないと判断した部分についてＡ児に問いかけ、以下の

ように児童が修正を行った。 

 
 Ａ児は、文章の中の筆者が呼びかける文に対し、自分の困り感からあったらいいなと思うロボット

を紹介するカードを作成した。また、文章に対する自分の思いとして、どうしていいなと思ったのか

問うと、「今回は自分が体育で困ったことをもとに考えたが、きっと自分だけではなくいろんな人が

困っていて助けてほしいと思っている人はたくさんいると思うし、このロボットがあれば、楽しくみ

んなが体育をできるのではないかと思ったから。」という答えが返ってきた。そのため、文章を読ん

で理解したことから自分の経験と結び付けて解釈し、理解を深めた上で感想をもっていると判断し、

「十分満足できる」状況（Ａ）と評価を見直した。 

 このように、低学年段階の児童は、自分の思いや考えを十分に書いて表現しきれないことがあるた

め、成果物だけで判断せず、児童の思考を測るために、適宜教師からの問いかけをする必要があるこ

とを改めて感じた。 

実際に児童が経験した事柄 

文章に対しての

自分の思い 

自分の経験に基づいて

既習内容と結び付けて

解釈したこと 

文章を読んで理解したこと 

文章に対しての

自分の思いの 

聞き取り 



（２）児童の評価 

「十分満足できる」状況（Ａ）  23％ 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）69％ 

「努力を要する」状況（Ｃ）   ８％ 

 

８ 成果と課題 

（１）成果 

  単元の導入に「考え聞かせ」を取り入れることで、児童が絵や文章を結び付けて考えをもつよう

になった。また、自分の経験や既有の知識を引き出すことができた。実際に、ペットの代わりにな

るロボットや、レストランで使われているロボットの動画を見せることで教材文をより身近に感じ

ることができるようにして、児童の経験を想起させることができた。 

 

（２）課題 

 ワークシートを工夫し、観点を分けて書けるようにしたが、その観点が難しかった。「文章の内

容と自分の経験を結び付けて解釈したこと」と「文章に対しての思い」を児童が理解できる言葉に

落とし込むのが難しく、同じ部分にそれらを書くワークシートになってしまった。そのため、児童

も記述するのが難しかった。どの評価もそうだが、指導者が「考えの形成」についての理解を深め、

どのような内容が児童から出てきてほしいのかイメージをもつことが大切だと改めて感じた。また、

Ａ評価とＢ評価の違いを明確にもてていなかったことと、Ｂ、Ｃ評価の児童を引き上げるための手

立てが不十分だったことも課題として挙げられる。ワークシートの作成も、児童を引き上げるため

の手立ても、教師自身が学習指導要領を読み込み、本単元でどのような力を付けなければならない

のかをもう一度よく考えることが一番大切だということが分かった。 

Ｂ、Ｃ評価の児童に対しての手立てとしては、児童が何を今までに経験し、どのような知識をも

って学習に取り組んでいるのか児童の実態把握に努めること、児童の発言、成果物等を見たときに

「考えの形成」におけるどの部分を表出させることができていないのかを汲み取って指導を行うこ

となどの手立てが考えられる。児童の経験が表出されていなければ、「それはどうしてそう思った

のか。」「何をしたときにそう考えたのか。」など聞き取りを行ったり、児童同士でそのような交

流をしたりして経験を想起させる活動を仕組むことが考えられる。文章に対する自分の思いになっ

ていない児童に対しては、一度文章に戻るように指導を行い、それに対して思ったことを表すこと

ができるように指導することが考えられる。 

また、特にＣ評価の児童に対しての手立てとして、まず、文や文章、言葉自体の意味を理解する

ことに課題が見られることがある。挿絵や動画などを使うことで文章の内容を多面的に示し、理解

できるよう手立てを講じることや、言葉を動作化することなどを通して文章の内容理解に努めたい。

次に、自分の思いや経験を言語化することに課題もあると考えられる。その課題に対する手立てと

して、文例を示したり、学習を進めていく中で経験をメモ、発言したことを学習端末などで録画す

ることなどを通して、記録したりしていくことが重要だと考えた。 

 

（３）今後に向けて 

  今後は、課題点として挙げたことを様々な教科や教材で取り組んでいきたい。一人でするのでは

なく、周りの人も巻き込みながら進めていきたいと思った。国語科においては、教材文から児童が

どのような経験や知識を想起しながら学習を進めるのか考えた授業づくりをしていきたい。そして、

それらをどのように本文と結び付け、解釈していくのかイメージし、児童が教材に対してどのよう

な思いをもつことができるのかを具体的に想定していきたいと思った。そうする中で、「考えの形

成」に向いている教材とそうでない教材があると感じたため、教材の特徴や児童の実態をよく踏ま

えながら学習に取り組みたい。 


